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特別支援学校（知的障害）における自立活動の充実に関する研究 

－「自閉症教育の７つのキーポイント」を活用して－ 
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１ はじめに 

平成 21年３月に学習指導要領が改訂・告示され，同年６月に発行された特別支援学校学習指導要領

の解説には，「自立活動の指導は，個々の幼児児童生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上

の困難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活動であり，個々の幼児児童生徒の障害の

状態や発達の段階等に即して指導を行うことが基本である。」と示されている。したがって，自立活動

特別支援学校（知的障害）における自立活動の指導を充実する上で，自閉症児を対象として個々

の児童生徒の実態把握からその障害特性に対する指導内容，指導方法，評価の在り方について研

究を進めた。そして，「ＩＣＦ整理シート」「７つのキーポイントアセスメントシート」「授業計画

シート」「授業改善シート」の４種類のシートで構成する「指導計画ファイル」を作成し，これら

を活用した計画（Plan)－実践（Do)－評価（Check)－改善（Action)の過程での授業改善を図る手

順を明確にし具体的な実践事例を示した。 
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の指導に当たっては，自立活動を時間における指導として行う場合はもとより，学校教育全体の中で

指導する場合においても，幼児児童生徒一人一人の実態を的確に把握し，個別に指導の目標や具体的

な指導内容を定めた個別の指導計画を作成し，それに基づいて指導する必要がある。また，平成 13

年５月に世界保健機関（ＷＨＯ）において採択された「国際生活機能分類」（ＩＣＦ :International 

Classification of Functioning, Disability and Health）」の理念を踏まえた障害の捉え方の変化に

伴い，自立活動においても，「生活機能」や「環境因子」等をより的確に把握し，それらの相互作用を

考慮しながら幼児児童生徒の実態を総合的に把握し，その上で指導を進めていくことが求められてい

る。 

愛知県下の特別支援学校（知的障害）では，重複障害学級に在籍していない児童生徒に対しては，

自立活動の指導を時間における指導ではなく，各教科等の教育活動全体を通して指導をしていること

が多い。したがって，各教科等における自立活動の指導に当たっては，各教科等の目標の達成を損な

ったり，目標から逸脱したりすることがないように留意しながら，自立活動の具体的な指導内容との

関連を図るように指導している。しかし，適切な実態把握の方法や実態把握に基づく目標や指導内容

の妥当性等の課題を抱え，個別の指導計画に基づく指導が十分になされていない現状がある。また，

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所の専門研究（平成 21年度）「知的障害者である児童生徒に

対する教育を行う特別支援学校に在籍する児童生徒の増加の実態と教育的対応に関する研究」におい

て，自閉症あるいはその疑いがある幼児児童生徒（以下，自閉症児と表記する）が年々増加する傾向

にあり，小学部では在籍する児童全体の 47.４％を占めていると指摘している。そのため，自閉症児

の障害特性を踏まえたアセスメントが必要であり，その上で個々のニーズに応じた指導内容，指導方

法の設定が重要であると考えられる。 

自閉症児に対する指導内容，指導方法に関して，同研究所は，「自閉症と知的障害は全く異なる障害

である」とし「自閉症であることを軸に知的障害の程度に応じることが重要」とも述べている。そこ

で，本研究を始めるに際しては，同研究所のプロジェクト研究（平成 18年度～19 年度）「特別支援学

校における自閉症の特性に応じた指導パッケージの開発研究－総合的アセスメント方法及びキーポイ

ントとなる指導内容の特定を中心に－」の成果に注目した。そして，その中で提案された「自閉症教

育の７つのキーポイント」を活用した具体的な指導の手順を検討し，授業実践の取組を通して，自立

活動の効果的な指導の在り方について研究を進めることにした。 

 

２ 研究の目的 

 本研究では，特別支援学校（知的障害）における自立活動の指導を充実させるために，自閉症児を

対象として実態把握からその障害特性に対する指導内容，指導方法，評価について，計画（Plan)－実

践（Do)－評価（Check)－改善（Action)の過程での手順を明確にする。そして，各特別支援学校（知

的障害）における実践を通して，その有効性について検討することを目的とする。 

 

３ 研究の方法 

 研究協力校（高等養護学校及び校舎を除く８校の県立特別支援学校（知的障害））と所員による共同

研究で行う。 

 (1) １年次（平成 24年度） 

 現状と課題を整理し，特別支援学校（知的障害）における自閉症児の自立活動の効果的な指導に向
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けた計画（Plan)－実践（Do)－評価（Check)－改善（Action)の過程での授業改善の在り方を検討する。 

 授業改善のための具体的な手だてとして，「ＩＣＦ整理シート」「７つのキーポイントアセスメント

シート」「授業計画シート」「授業改善シート」で構成する「指導計画ファイル」を作成する。 

 (2) ２年次（平成 25年度） 

 「指導計画ファイル」を作成・活用し，各特別支援学校（知的障害）において自立活動の授業実践

を行う。そして，自閉症児の自立活動の指導の効果的な指導の進め方や課題を明確にする。 

 

４ 研究の内容 

(1) 実態把握から授業改善まで 

ＰＤＣＡサイクルによる自立活動の授業実践をするために，図１の手順で授業実践を行った。 

図１ 目標設定から授業実践までの手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 自閉症教育の７つのキーポイントについて 

本研究においては，「自閉症教育の７つのキーポイント」を目標設定や授業改善の視点として用いた。

「自閉症教育の７つのキーポイント」とは，独立行政法人国立特別支援教育総合研究所のプロジェク

ト研究の成果である。先進的な取組（国立久里浜特別支援学校の実践，トモニ療育センターの実践等）

の分析から，自閉症の中核となる教育内容「学習を支える学びの力」を明らかにした。そのキーポイ

ントを表１に示す。 

７つのキーポイントに挙げられる諸行動は，通常であればさまざまな生活経験をする中で周りの人

から自然と学び，身に付けることができる。しかし，自閉症児にとっては，障害特性（三つ組の特性，

感覚の特性，認知の特性等）により，人から自然と学び経験を積み重ねていくことが難しい。したが

って，教師が適切な指導・支援をすることによって経験を積み，学んでいく必要がある。 

 

・全体像や「学

習を支える学び

の力」の把握 

・指導目標や指

導計画の設定等 

評価 授業の実施 具体的な改善 

Plan Do Check Action 

ＩＣＦ整理シート 

7 つのキーポイント 

アセスメントシート 

授業計画シート 授業改善シート 

活 用 す る

「指導計画

ファイル」

のシート 

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

サ イ ク ル

で 取 り 組

むこと 

作成時期

の目安 
４～５月 単元や題材に応じて随時 
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表 1 自閉症教育の７つのキーポイント 

①自ら学習する態勢になる力（学習態勢） 

②自ら指示に応じる，指示を理解できる力（指示理解） 

③自ら自己を管理する，調整する力（セルフマネージメント） 

④自ら楽しいことや嬉しいことを期待して活動に向かう力（強化システムの理解） 

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と個に応じた形態を用いて表出する力（表出性のコミュニケーション） 

⑥自ら模倣して，気づいたり学んだりする力（模倣） 

⑦自ら課題解決のために注視すべき刺激に注目できる力（注視物の選択） 

  このキーポイントと学習の基本構造を整理すると，図２のようになる。自閉症児が，さまざまな学

習内容を学ぶ際に，その「学習を支える学びの力」として位置付けられるものである。 

図２ ７つのキーポイントと学習の基本構造の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 「指導計画ファイル」の構成及び作成手順 

ア 「指導計画ファイル」の構成について 

本研究においては，ＰＤＣＡサイクルを効果的に実践するために「指導計画ファイル」を活用した。

このファイルの内容等について表２に示す。 

表２ 指導計画ファイルの各シート 

シート 
活用 

場面 
活用から期待できること 

ＩＣＦ整理 

シ ー ト 

（資料１） 

・対象の児童生徒の全体像を把握する。 

実態 

把握 

・指導の対象とする児童生徒の

状態像（障害の状態，学校生

活の様子，必要な支援等）を

総合的に把握できる。  

７つのキーポ

イントアセス

メントシート 

（資料２） 

・「学習を支える学びの力」の実態を把握す

る。 

・学習に必要な行動のつまずき

を把握できる。 

・芽生えている項目の把握から

指導目標として設定できる。 

授業計画 

シ ー ト  

（資料３） 

・実態把握を基にして目標を設定する。 

・具体的な指導内容の指導場面や指導形態

や指導場面の関連について整理する。 

授業 

計画 

・具体的な指導目標を設定でき

る。 

・共通の視点をもって実践でき

る。 

授業改善 

シ ー ト  

（資料４） 

・７つのキーポイントを基に目標や手だて

を設定して実践する。  

・目標や手だてと照らし合わせて評価した

り，具体的な改善点を検討したりする。  

授業 

実践 
・具体的な授業改善ができる。 

各教科，合わせた指導など 

自立活動，７つのキーポイント 

発達や障害特性等の理解や配慮 

ベースとなる環境設定 
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イ 各シートの作成手順について 

 ＰＤＣＡサイクルの手順で自立活動の指導を行うために，「指導計画ファイル」にある各シートを活

用して，次頁の図３－１から図３－４までの手順で実践をした。アセスメントの結果から具体的な目

標を考えることで，授業の目標や手だて，評価，改善点も具体的に考えることができる。 

図３－１ 作成手順（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＩＣＦ整理シート＞ 

（資料１） 

対象の児童生徒の状態像を

総合的に把握する。 

＜７つのキーポイント 

アセスメントシート＞ 

（資料２） 

対象の児童生徒の｢学習を支

える学びの力｣がどの段階

か，学習行動において得意な

ところやつまずいていると

ころなどを把握する。 

ＩＣＦ整理シート

【環境因子】 【個人因子】

・一斉指導では参加できない場面が多い。
・思い通りにならないと教室から飛び出すこ
  とが多い。
・運動会は苦手である。
・居住地校交流は行事中心に参加している。
・デーサービスを利用している。
・休日は父親と公園で遊ぶことが多い。

（健康状態）

　・自閉症
　・療育手帳Ａ

【参　　加】【心身機能・身体構造】 【活　　動】

（注意）
・わずかな音で気が散りやすい。
（言語理解）
・簡単な話言葉を理解する。
（言語表出）
・発声することの楽しさを感じつつある。
（認知）
・簡単な事柄であれば意思決定ができる。
（運動耐用性）
・疲れやすい。
・体温調節が不良である。
（習癖）
・つば吐きや性器いじりが時々見られる。
（疾患）
・心疾患，卵アレルギー，尖足がある。

小学部　○年

2013／××／××

（コミュニケーション）
・言葉による指示理解力が高まっている。
・写真カード等を用いて簡単な要求ができる。
（対人関係）
・自分から関わりを求める場面が多くなった。
・「窓を開ける」などの簡単なお手伝いができ
  る。
・○○さんとは仲良く遊ぶことができる。
（日常生活）
・介助があればできることは多い。
・身の回りのことを自分からしようという気持ち
  はまだ育っていない。
（運動・移動）
・公共交通機関を使って登下校できる。
（学習）
・注視する力が高まってきている。

・分かりやすい日課の提示
・１対１での個別指導の時間の確保
・絵カード、写真カードによる意思の表出の促し
・ご褒美シールによる意欲の高揚

・受容的な態度で支援を受けることが多い。
・水遊びが好きである。
・好きなキャラクターはアンパンマンである。

千田　太郎（仮名）

第1レベルまでの分類に

沿って特記事項を
記述する。

主障害名等を
記述する。

コミュニケーション
の理解及び表出に
ついて記述する。

学校・家庭等を中心に具体的な活動
状況等を記述する。

現在の具体的な支援状況等
を記述する。

興味関心等の具体的な支援状況
等を記述する。

【資料１】
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図３－２ 作成手順（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業計画シート＞ 

（資料３） 

７つのキーポイントの

各項目について，実態

を詳しく記述する。 

＜授業計画シート＞ 

（資料３） 

実態を基に指導目標を

書き出し，自立活動の

「内容」との関連を整

理する。 

＜授業計画シート＞ 

（資料３） 

長期目標（３年）と短

期目標（１年）を設定

する。 
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図３－３ 作成手順（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業計画シート＞ 

（資料３） 

目標を達成するための

具体的な指導内容を記

述する。 

・どの場面で教えるか。 

・どの場面と関連付けて 

教えるか 等。 

＜授業改善シート＞ 

（資料４） 

授業について整理する。 

実態（７つのキーポイント

アセスメントシートより

転記），対象の児童生徒の

単元全体や本時の目標を

記述する。 

＜授業改善シート＞ 

（資料４） 

授業について整理する。 

授業全体の展開や手だて，

対象の児童生徒に対する

目標や手だてを具体的に

記述する。 
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図３－４ 作成手順（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 各特別支援学校（知的障害）における自立活動の指導の実践事例 

ア 愛知県立一宮東養護学校（小学部） 

小学部２年生の自閉症の児童を対象に，各教科等を合わせた指導である日常生活の指導，生活単元

学習，遊びの指導において自立活動の指導を実践した。そして，これらの複数の授業場面で一貫した

指導を行うことにより，効果的な指導を行うことができた。その際，「授業計画シート」及び「授業改

善シート」の作成・活用は，教師間での共通理解を図る上で大いに役立てることができた。 

イ 愛知県立豊川養護学校（小学部） 

＜授業改善シート＞ 

（資料４） 

授業実践する。 

授業後に，目標を振り

返りながら，具体的に

評価を記述するととも

に，記号を加えて分か

りやすくする。 

 〇：目標達成 

 ▲：目標未達成 

＜改善例＞ 

〇の項目：指導を継続して定着を図る。次の目標へステップアップする。 

▲の項目：支援の手だてや教材を変更する。同じ目標，手だてで再試行する。目標を見直す。 

＜授業改善シート＞ 

（資料４） 

評価を基に，支援の手

だてや教材等の改善点

や，次の目標を具体的

に設定する。 
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小学部５年生の自閉症の児童を対象に，算数科の授業において自立活動の指導を実践した。「７つの

キーポイントアセスメントシート」「授業計画シート」を活用することで，学習上のつまずきを把握し

重点的な目標を設定することができた。そして、「授業改善シート」を活用し授業の目標と手だてを明

確にすることで授業後に具体的に評価することができ，次時に向けた改善策を検討することができた。 

 ウ 愛知県立安城養護学校（小学部） 

小学部１年生の自閉症の児童を対象に，各教科等を合わせた指導である日常生活の指導，生活単元

学習，遊びの指導において自立活動の指導を実践した。指導に対する評価に関して「授業改善シート」

において○や▲などと明確にシート内に示すことで，つまずいている点が明確になり次時の指導を考

える際に参考になり，ＰＤＣA サイクルでの授業改善に役立てることができた。 

エ 愛知県立半田養護学校（中学部） 

 中学部３年生の自閉症の生徒を対象に，国語科の授業において自立活動の指導を実践した。「授業計

画シート」及び「授業改善シート」の作成・活用により，教科における指導の目標と自立活動の指導

の目標との違いを明確にして指導を行うことができた。 

  オ 愛知県立三好養護学校（中学部） 

重複障害学級に在籍する中学部３年生の自閉症の生徒を対象に，保健体育科の授業において自立活

動の指導を実践した。「指導計画ファイル」は、実態把握から評価まで担任教師や授業担当教師等の話

し合う際の共通のツールとして有効に活用することができ、自立活動の指導目標の達成に向け役立て

ることができた。 

カ 愛知県立春日台養護学校（高等部） 

高等部１年生の自閉症の生徒を対象に，数学科の授業において自立活動の指導を実践した。「授業計

画シート」及び「授業改善シート」の作成・活用に関しては，特に，「授業改善シート」の作成によっ

て，指導の手だてを具体的に改善することができ，より効果的な指導へとつなげられた。 

キ 愛知県立佐織養護学校（高等部） 

 高等部２年生の自閉症の生徒を対象に，国語科の授業において自立活動の指導を実践した。「授業計

画シート」を作成する中で，７つのキーポイントと自立活動の内容である６区分 26項目とを関連付け

ながら指導項目を選定することで，教科指導を含めた教育活動全体を通じた自立活動の指導における

具体的な指導内容を明らかにしていくことができた。 

ク 愛知県立みあい養護学校（小学部） 

小学部では時間における自立活動の指導を行っている。小学部５年生の自閉症の児童を対象に，時

間における指導での「個別の課題学習」に関して，「授業計画シート」及び「授業改善シート」を作成・

活用し授業実践を行った。その結果，教材教具の工夫の必要性が明らかになるなど，授業改善に向け

て具体的な指導の手だてを明確にすることができた。 

 

５ 研究のまとめと今後の課題  

(1) 研究のまとめ 

本研究では，まず自閉症児一人一人の「障害による学習上または生活上の困難」をより総合的に把

握できるように，ＩＣＦとの関連でとらえた「ＩＣＦ整理シート」で実態を整理することとした。こ

の過程を経ることにより，「活動」や「参加」における実行状況や能力だけでなく，意欲等の「個人因

子」や視覚的教材の活用等の「環境因子」との関連における実態把握を行うことができた。 
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また，「７つのキーポイントアセスメントシート」を活用しチェックすることにより，数値化して実

態把握をすることができ，教師同士が意見交換することで，自閉症の障害特性を踏まえた総合的・客

観的な実態把握に基づいた指導目標の設定に役立てることができた。 

そして，「授業計画シート」での指導目標の達成に向けた指導内容の設定において，７つのキーポイ

ントごとに自立活動の「内容」である６区分 26項目の中から該当する項目を選定することで，指導内

容の明確化をより図ることができた。また，これまで指導内容の設定に当たっては，発達の遅れてい

る側面や改善の必要な状態に着目しがちであったが，７つのキーポイント全てにおいて指導項目を選

定することにより，発達の進んでいる側面についても着目し，自信を深め意欲を喚起し遅れている面

の伸長や改善に有効に作用させることができた。 

自立活動の指導が一人一人にとって適切に行われたか否かは，実際の指導を通して見られる児童生

徒の学習状況や習得度等によって明らかになる。「授業改善シート」は授業改善を行うためのツールで

あり，７つのキーポイントを踏まえた具体的な指導の手だてを計画し実施することで具体的に評価す

ることができた。このように，評価結果を教師間で協議することで，より客観的な評価につなげるこ

とができた。 

そして，各特別支援学校（知的障害）において，この４種類のシートで構成する「指導計画ファイ

ル」を活用した授業を実施し，ＰＤＣＡサイクルによる授業改善を図ることができたことは大きな成

果であり，自閉症児に対する自立活動の指導の充実に向けた提案ができたと考える。 

(2) 今後の課題 

自閉症児の自立活動の指導について，特別支援学校（知的障害）では，各教科等の教育活動全体を

通して指導していることが多いため，本研究では時間における指導の在り方については十分に研究を

深めることができなかった。しかし，他の障害種の特別支援学校においては，時間における指導とし

て取り組まれていることを踏まえると，特別支援学校（知的障害）に在籍する自閉症児に対して，そ

の障害特性に応じた自立活動を時間における指導として実施することは，十分にその効果が期待でき

ると思われる。 

また，知的発達に遅れがある自閉症児は，特別支援学校（知的障害）のみに在籍しているのでなく，

他の障害種の特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級，通常の学級においても在籍している。こ

のような自閉症を合併している重複障害児に対しての自立活動の指導の在り方，小・中学校の特別支

援学級や通級による指導における自立活動を取り入れた教育課程の編成及び指導内容や指導方法，さ

らには通常の学級に在籍し，自立活動の指導が必要な児童生徒も存在すると思われることから，それ

らの児童生徒に対する具体的な指導の在り方についても研究を進める必要があると考える。 

 

６ おわりに 

本研究は，県下の特別支援学校（知的障害）から研究協力委員として参加していただき，総合教育

センターとの共同研究として取り組んできた。したがって，自立活動の指導の充実に当たり，学校の

特色に応じて様々な視点で検討を進めることができ，実践事例も含めて具体的な提案ができたと考え

る。今回作成した「指導計画ファイル」を参考に，自閉症あるいはその疑いがある幼児児童生徒の自

立活動の指導を担当する先生方の指導に役立てていただけたら幸いである。そして，自閉症の特性に

応じたよりよい指導が実施され，子どもたちが「生きる力」を獲得し自立した社会生活を送ることに

つながることを願う。 
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